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１．概要（Summary ） 

高感度バイオセンサの開発を目指して,表面プラズモン

共鳴(SPR)を主としたプラズモニクスの技術を用いて，新

型コロナウイルス(SARS-CoV-2)の抗原およびRNA の高

感度検出を目的とした。SPR 基板として, 
金属または金属酸化物基板の作製が必須となる。また、作製

基板膜厚が SPR センサの光学特性に大きく影響を及ぼすこ

とから、段差計および分光エリプソメータ によりナノレベルでの

正確な測定を行った。 

 
２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】高密度汎用スパッタリング装置 
LL式高密度汎用スパッタリング装置 
 
【実験方法】 
高密度汎用スパッタリング装置(CFS-4ES)および LL 

式高密度汎用スパッタリング装置(CFS-4EP-LL)を用い

て、ガラス基板上に、Cr、Au を成膜した。また、段差計8 
インチプローバーを用いて成膜した金属薄膜の膜厚を測

定した． 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

スパッタした基板は，Crが3 nm，Auが30 nmと50 nm
で成膜出来ていることが明らかとなった。段差計を用いた

解析によっても膜厚を確認した。 
スパッタした金基板表面に，抗体あるいは一本鎖

DNAを固定化し，SPR基板として，可視光および近赤外光

光源を照射し，反射光強度を測定することで， SARS-
CoV-2由来N―タンパク質およびRNA断片を測定した。

その結果，抗原およびRNAともに，fM (femto molecule)オー

ダーからの検出を確認した(Fig. 1)。 
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Fig. 1. Specific RNA fragment detection from SARS-
CoV-2 by SPR using complemental DNA modified 
Au substrate. 


